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保護者の皆様へ 

                           愛知県立豊川工業高等学校長  

川村 昌宏 

 

第１回「体罰・いじめ防止対策委員会」の報告について 

 

 新緑の候、保護者の皆様には、日頃から本校の教育活動へご理解とご協力をたまわり、

厚く感謝申し上げます。 

昨年度の本校における「体罰や行き過ぎた指導」につきましては、多大なご心配やご迷

惑をおかけしました。現在、学校としましては、過日お示ししました再発防止策に基づき、

信頼回復に向けて教職員が一丸となって取り組んでいるところであります。 

さて、去る５月１日（水）に「第１回体罰・いじめ防止対策委員会」を開催しました。

この委員会は、保護者や地域住民の方々などから幅広く意見を聞くとともに、その支援

や協力を得て安全・安心な学校づくりを推進するためのもので、学校評議員５名、ＰＴ

Ａ代表３名、地元有識者３名、学校関係者５名の１６名で構成しております。当日は、

学校側から本校の現状や取組を説明した後に、各委員の皆様から本校に対する貴重なご

意見をいただきました。主なご意見を下記に示しましたので、ご参照ください。   

 今後は、公開授業の拡大や公開部活動の実施、学期ごとの「いじめ・体罰、心の問題

等を含めたアンケート」実施などを予定しております。なお、これらを含めた「体罰・

いじめ防止対策の年間スケジュール」を本校のホームページに掲載しましたので、ご覧くだ

さい。 

引き続き、一層のご支援とご協力をよろしくお願いします。 

 

 

《第１回体罰・いじめ防止対策委員会 報告》 

  

【開催日時】平成２５年５月１日（水） １６：００～１７：３０ 

【ご意見等】 

○以前に比べ、しつけに対して手が行き届いているためか、生徒のマナーや挨拶がきち

んとしており、本校の評価は高くなっている。 

○体罰・いじめ防止対策年間スケジュールに示した内容を、教職員が協力して

着実に進めてほしい。  

○公開授業や公開部活動など、多くの人が学校に関わる機会を積極的につくり、

学校のことをよく知っていただくように努めてほしい。  

○近隣の中学校からの入学者は増加している。何よりもこのことが、地域から

信頼されている証拠である。  

○生徒指導や部活動指導は前向きな姿勢が重要である。教職員は委縮せず、今

までどおりに自信と愛情をもって生徒の指導に当たってほしい。  

 

 

【連絡先】愛知県立豊川工業高等学校（教頭：古井、稲垣） 

《電 話》０５３３－８５－４４２５ 
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《メール》webmaster@toyokawa-th.aichi-c.ed.jp 


